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 モンゴルでは近々首都に大地震が来るといわれています。過去では

1957年12月4日にGobi Altay断層250kmが動きマグニチュード8.3の大地

震が発生した記録がありますが、それ以降の主要災害は雪害や森林火

災でした。首都ウランバートルはモンゴル唯一の大都市であり、全人

口の約2/5に当たる約102万人が居住しているため、将来ウランバート

ルに被害を及ぼす地震に対する備えが急務となっています。 

 ウランバートル市は民主化後人口流入が続き、近代的な高層ビルが

続々建設される一方で、地方から流入してきた住民は都市周辺部や河

川の傍にゲルや木造家屋を建設しゲル地区を形成しています。旧ソ連

基準で建設された集合住宅やその後の高層建造物の耐震性、また都市

機能の維持に重要な道路や橋梁の耐震性とともに、ゲル地区での同時

多発火災の危険性等が気がかりとなっていました。 

 アジア防災センター(ADRC)はモン

ゴル政府及びJICAモンゴル事務所の

要請で6月22日～26日に荒木田主任

研究員を派遣し、阪神・淡路大震災

を例にして地震とは何かを伝え、将

来の地震に対する政府の予防対策

や、家族レベルでできる地震対策等

について、2日間の震災対策セミ

ナーで講義しました。ADRCは今後も

関係機関との連携により、モンゴル

の震災対策の進展に協力を続けたい

と考えています。 

●関係機関との防災協力推進 

モンゴルが震災対策を開始 

●メンバー国との防災協力推進  

ミャンマーにおける地方行政官防災能力強化プログラム 

 ミャンマー福祉省救済再定住局（Relief and Resettlement 

Department, RRD）とADRCは、同国の地方行政官の防災能力強化を目指

すプログラムに着手しました。これはADRCが2008年からASEAN10カ国を

対象に実施する4つの防災能力開発事業の一つです。地方行政官の能力

強化プログラムの他に、防災教育の促進、衛星画像の活用、GLIDE災害

データベース構築の分野で実施されています。 

 2010年6月23～24日、ミャンマー、ネーピードーで、RRDとADRCは、

この地方行政官を対象としたプログラムを開始する会合を持ちまし

た。双方から約15名が参加し、実施に向けて議論を行いました。2008

［ウランバートル市内のゲル地区には古

いゲルや木造家屋が密集している］ 
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●お知らせ 

異動 

 2010年6月末日をもちまして、内山伸主任研究員および大金義明主任研究員がそれぞれの出

向元に異動となりました。今後のご活躍をお祈りいたします。また、7月1日付で小野高宏氏が

主任研究員として着任いたしました。 

●国際会議への参加  

「防災プロジェクトポータルの利用に関するトレーニング」への参加 

 ADRCは、2010年6月17-18日にタイ・バンコクで開催された「防災プロジェクトポータルの利

用に関するトレーニング」に参加しました。本トレーニングは、ISDRアジアパートナーシップ

（IAP）のイニシアティブである「アジア・太平洋地域における防災活動の現状調査とマッピ

ング（regional stocktaking and mapping of DRR interventions）」に関するもので、アジ

ア災害予防センター（ADPC）が主催し、UNISDRとアジア開発銀行（ADB）の支援を受けて行わ

れたものです。トレーニングには、IAPやアジア・太平洋地域で活躍する防災関連機関から約

30名が参加しました。 

 トレーニングでは、参加者は防災プロジェクトポータル

の利用について学ぶと共に、ポータルの利用促進や継続性

についての意見交換を行いました。本ポータルは、アジ

ア・太平洋地域における防災関係者間での調整や連携を押

し進め、活動の重複化を避け、よりよい防災活動計画作成

に寄与するものと期待されています。 

 ADRCは本ポータルに対しインプットを行っていくととも

に、アジア・太平洋地域の防災関係者間でのよりよい調整

と協力推進のために本ポータルの利用を促進していきたい

と思っています。 
［トレーニングの後に第4回プロジェクト運

営委員会が開催された］ 

年サイクロンナルギスにより甚大な被害を受けた同国は、暴風、洪水、地すべりの他に、地

震、津波、干ばつ、火災等、さまざまな災害リスクにさらされています。防災のあらゆるサイ

クルで直接対応する地方行政官の役割は非常に重要で、その能力強化は喫緊の課題です。 

 本プログラムは2010年から2011年にかけ、20ヶ月に渡るもので、今後、RRDとADRCは教材開

発の専門家チームを設立するなど、研修実施に向けて事業を展開していく予定です。 
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